
 

 

結核集団感染の発生について 

 
１ 概要 

松江刑務所において、受刑者が結核に集団感染する事例が発生しました。 
平成 26 年 7 月 23 日に松江市内の病院から結核患者（以下、「初発患者」という。）の届出

を受けてから、松江刑務所及び松江保健所が初発患者の接触者について調査及び健康診断を

実施していましたが、これまでに新たに 4 名の患者と 5 名の感染者が確認されました。 
この結果、本件については、厚生労働省が定義する「結核集団感染」(参考１参照)に該当する

こととなりました。なお、現在、患者・感染者は、適切な治療を受けています。 
  
※「患者」 

   結核菌により、肺等に病巣ができている者。（病状が進み、結核菌を排出（排菌）するように 
   なると、他者へ感染させるおそれが生じる。） 

※「感染者」 
結核菌に感染しているが発病に至っていない者で、発病を防ぐための投薬治療が必要な者。 

   （結核菌を排出（排菌）していないため、他者へ感染させるおそれはありません。） 
    
  
２ 初発患者の概要 

  ・40 歳代(男性) 
  ・平成 26 年 7 月 23 日松江市内の病院から結核患者の届出 
  
３ 調査・健康診断の状況 

松江保健所は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」（以下、感染

症法とする。）に基づき調査を行い、初発患者と接触のあった者を対象に接触者健康診断（参

考２参照）を実施しています。 
  
【健康診断実施状況（初発患者を除く）】            平成 26 年 10 月 21 日現在 

区分 
対象者 

（Ａ＋Ｂ） 

受診者 

（Ａ） 

  
健康診断 
予定者 
（Ｂ） 

健康診断結果 

患者 感染者 異常なし 検査中 

受刑者 ５７ ５７ ４ ５ ３８ １０ ０ 

職員 １２ ３ ０ ０ １ ２ ９ 

合 計 ６９ ６０ ４ ５ ３９ １２ ９ 

  
※患者の４名は結核菌を排出していないため、人へ感染させるおそれはありません。 

平成２６年１０月２１日 
健康福祉部薬事衛生課 
担当：坂本、松田 
TEL：0852－22－6532 



 
県 民 の 皆 様 へ 

１ 長引く咳（せき）・痰（たん）は要注意（早期受診・早期治療） 

  肺結核の初期症状は風邪に似ています。咳や痰が長引く（約２週間）ときは結核も疑っ

て早めに医療機関を受診しましょう。 
  島根県では新登録結核患者の７割以上が７０歳以上の高齢者ですが、若い世代では、集

団感染の危険も高くなるので、年代にかかわらず注意が必要です。 
２ 定期健康診断の受診（早期発見） 

市町村が行っている結核の住民検診（原則６５歳以上が対象）や職場等での健康診断（レ

ントゲン検査）を受診し、健康管理に心がけましょう。 
３ ＢＣＧの早期接種（乳幼児の結核予防） 

乳幼児が結核に感染すると、重症の結核になりやすいので、生後１歳までにＢＣＧ接種

を受けさせましょう（標準的な接種期間は生後５～８ヶ月です）。接種方法等の詳細はお住

まいの市町村予防接種担当課へお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
○参考１ 「結核集団感染」 

同一の感染源（初発患者）が、２家族以上にまたがり、２０人以上に結核を感染させた場 
合をいう。ただし、発病者（患者）１人は６人が感染したものとして感染者数を計算する。 
※今回の場合、初発患者を除く患者は４名、感染者が５名であるので、次の計算となる。 

→ 患者 ４名×６ ＋ 感染者 ５名×１ ＝ 感染者 ２９名 
 
 
○参考２ 「接触者健康診断」 

感染症法第１７条に定める健康診断の一つで、感染性の結核の患者に接触するなどして結

核にかかっていると疑うに足りる正当な理由のある者を対象に行う。 
健康診断は、ＩＧＲＡ検査（※）、ツベルクリン反応検査、胸部エックス線検査、喀痰（か

くたん）検査等により行う。 
※ＩＧＲＡ検査 

  血液により結核菌感染の有無を調べる検査方法。ツベルクリン反応検査と同様、感染直後

は陽性反応を検出することができないが、感染から２～３ヶ月後であれば、ツベルクリン反

応検査より正確に結核菌感染の有無を判定できる。 

 
 
※結核に関する詳しい情報は、次のホームページをご覧ください。 
○島根県ホームページ http://www.pref.shimane.lg.jp/life/yakuji/kansensyo/kansen/stoptb/ 
○公益財団法人結核予防会結核研究所 http://www.jata.or.jp/ 

プライバシーを尊重した対応をお願いします 



 

（別紙） 

 

 

○参考３ 全国の結核患者発生状況及び集団感染事例 

 
（１）発生状況（平成２５年） 

 新登録患者数 罹患率 登録患者数  
 
 

全 国 ２０，４９５人 １６．１  ４９，８１４ 
島根県 １１０人 １５．７ ２７８ 
※罹患率＝新登録患者の人口 10 万人あたりの率。 

※登録患者数＝年末現在において登録されている者の数。 

※新登録患者数及び登録患者数には感染者は含まれません。 

 
（２）集団感染事例  
 ①全国（平成 26 年 3 月 31 日現在＜平成２５年までの状況＞） 

発生年 発生件数 

平成２５年 
平成２４年 
平成２３年 
平成２２年 
平成２１年 
平成２０年 

２９件 
５１件 
６８件 
３９件 
３０件 
４８件 

 
 ②島根県の状況（今回の事例を除く。） 

発生年月 発病、感染者数（実人数） 
※初発患者を除く 

平成２６年 ６月 １８人 
平成２３年１１月 ６８人 
平成２３年１０月  １２人 
平成２２年１１月 １１人 
平成２２年１１月 １９人 
平成２０年１１月 １５人 
平成２０年 ５月 １４人 
平成１０年 ４月 ２５人 
平成 ５年 ６月 １０人 

 
 


